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∎ 本資料における表記

ローン・クレジットカード事業L・C事業
エム・ユー信用保証MUCG
前年同期比または前期比yoy
前期末比ytd
見通し(E)
EASY BUY Public Company LimitedEB､EASY BUY
ACOM CONSUMER FINANCE CORPORATIONACF
ACOM (M) SDN. BHD.ACM

∎ 免責事項

本資料の数値のうち、過去の事実以外の当社グループの計画、方針
その他の記載にかかわるものは、本資料の発表日現在において入手可
能な情報等に基づいて作成したものであります。しかしながら、当社グ
ループの事業展開上リスクとなる可能性がある要素が複数存在しており、
実際の業績等は大きく異なる可能性があります。
また、利息返還請求の動向は、外部環境の変化等に影響を受けやす

いことから不確実性が高く、その影響として利息返還損失引当金繰入
額を計上する場合があります。
最終の業績はこれらのリスクを含むさまざまな要因によって予想数値と

異なる可能性があります。

∎ 本資料に関するお問い合わせ

アコム株式会社 広報・IR室
(03)6865-6474
ir@acom.co.jp



連結決算概要(業容)
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国内事業の追加利用が好調だったことや、円安バーツ高の為替影響により、順調に業容拡大
連結営業債権残高は、前年同期比＋6.6%の2兆7,450億円

連結
営業債権残高

2兆7,450億円
(yoy＋6.6%)

ローン・クレジット
カード事業

1兆950億円
(yoy＋6.8%)

信用保証事業 1兆3,910億円
(yoy＋7.0%)

海外金融事業 2,490億円
(yoy+2.9%)

(億円)L・C事業 信用保証事業 海外金融事業 yoyその他

10,013 10,733 11,425

12,782 13,645 14,594

2,432
2,667

2,62425,310
27,141

28,742

7.5% 7.2% 5.9%

24/3 25/3 26/3(E)

10,248 10,950

13,004 13,910

2,419
2,490

25,759
27,450

7.4% 6.6%

24/6 25/6



連結決算概要(業績)
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進捗率2026/32025/62024/6
yoy計画yoy実績実績

24.84.4331,8006.682,37277,236営業収益1

24.86.1179,9007.744,64541,470ローン・クレジットカード事業2

24.15.980,8006.619,44618,237信用保証事業3

25.7-2.064,1003.816,46315,866海外金融事業4

22.3-6.2243,200-1.954,22455,277営業費用5

23.325.37,20025.71,6781,335金融費用6

22.25.8111,800-10.124,83627,635貸倒関連費用7

--79.38,300---利息返還費用8

23.97.6115,9005.327,70926,306その他の営業費用9

31.851.388,60028.228,14721,958営業利益10

31.850.988,90027.828,24722,097経常利益11

32.251.688,90029.828,62022,041税金等調整前当期純利益12

46.7108.176,100138.835,52714,877当期純利益13

47.3124.872,200150.334,11913,632親会社株主に帰属する当期純利益14

(百万円、%)



1,826 1,935

850 945

10.1% 6.0%

24/6 25/6

ローン・クレジットカード事業｜業容
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既存顧客の利用が好調であったことから、営業債権残高は前年同期比＋6.8%の1兆950億円
利用者数は同＋6.0%の1,935千件

* クレジットカード事業の利用者数は、有効会員数

∎ 営業債権残高 ∎ 利用者数*

(億円、()内はローン) (千件)

8,790 9,360 9,889

1,223 1,373 1,53610,013
10,733

11,425

9.5%
(8.4%)

7.2%
(6.5%)

6.4%
(5.6%)

24/3 25/3 26/3(E)

ローン クレジットカード yoy

1,790
1,908 2,012

822 913 975

11.2% 6.6% 5.4%

24/3 25/3 26/3(E)

ローン クレジットカード yoy

8,978 9,536

1,269 1,413
10,248

10,950

9.3%
(8.3%)

6.8%
(6.2%)

24/6 25/6



1,826 1,921

850 945

10.1% 5.2%

24/6 25/6

ローン・クレジットカード事業｜業容(アコム)
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既存顧客の利用が好調であったことから、営業債権残高は前年同期比＋6.6%の1兆922億円
利用者数は同＋5.2%の1,921千件

* クレジットカード事業の利用者数は、有効会員数

∎ 営業債権残高 ∎ 利用者数*

(億円、()内はローン) (千件、()内は貸付単価(千円))

8,790 9,340 9,816

1,223 1,373 1,53610,013
10,714 11,352

9.5%
(8.4%)

7.0%
(6.3%)

5.9%
(5.1%)

24/3 25/3 26/3(E)

ローン クレジットカード yoy

1,790 1,897 1,971

822 913 975

11.2% 6.0% 3.9%

24/3 25/3 26/3(E)

ローン クレジットカード yoy

8,978 9,508

1,269 1,413
10,248

10,922

9.3%
(8.3%)

6.6%
(5.9%)

24/6 25/6

(494)(490)(490) (491) (497)



ローン・クレジットカード事業｜業績
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営業収益は業容拡大を主因に、前年同期比＋7.7%の446億円
営業利益は、同+33.4%の151億円

∎ 営業収益 ∎ 営業利益

(億円) (億円)

1,402 1,512 1,594

157
182 2041,560

1,694
1,799

7.5% 8.6% 6.2%

24/3 25/3 26/3(E)

ローン クレジットカード yoy

371 397

43 49
414 446

9.9% 7.7%

24/6 25/6

113
151

10.5%

33.4%

24/6 25/6

417

140

2.7%

▲66.4%

24/3 25/3

営業利益 yoy



ローン・クレジットカード事業｜新客数(アコム)
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新客数は、前年同期比▲10.8%の95,120件
広告宣伝費は、同▲3.3％の41億円

∎ 新客数(無担保) ∎ 広告宣伝費(アコム)

(件) (億円)

430,377
384,219 364,000

39.0%

▲10.7% ▲5.3%

24/3 25/3 26/3(E)

新客数 yoy

195
170 170

10.0%
▲12.9% ▲0.1%

24/3 25/3 26/3(E)

広告宣伝費 yoy

106,660 95,120

▲1.3% ▲10.8%

24/6 25/6

43 41

▲14.5% ▲3.3%

24/6 25/6



ローン・クレジットカード事業｜利回り・貸倒損失(アコム)
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 ローン・クレジットカード事業の期中平均利回りは、前年同期比＋14bpsの14.96%
貸倒損失率は、同▲8bpsの3.83%

*1 クレジットカードにおける利回りはリボルビング残高と手数料より算出 *2 貸倒損失額及び損失率は利息返還請求に起因する債権放棄分を除く *3 貸倒損失率の24/6及び25/6は年率換算

∎ 期中平均利回り*1 ∎ 貸倒損失額・損失率*2

(億円)ローン クレジットカード ローン・クレジットカード ローン クレジットカード 貸倒損失率*3

14.97% 15.07%

13.14% 13.18%

14.77% 14.85%

24/3 25/3

297 325 332

56
68 75

354
394 407

3.54% 3.68% 3.58%

24/3 25/3 26/3

15.04%
15.20%

13.14%
13.27%

14.82%
14.96%

24/6 25/6

83 85

16 18
99 104

3.91% 3.83%

24/6 25/6



ローン事業｜不良債権(アコム)
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不良債権残高は、前年同期比▲0.1億円の669億円
不良債権比率は、同▲42bpsの7.04%

*1 貸倒損失率は、利息返還請求に起因する債権放棄分を含む *2 貸倒損失率の24/6及び25/6は年率換算

∎ 不良債権 ∎ 不良債権比率・ローン貸倒損失率*1

(億円)破産更生債権及びこれらに準ずる債権
危険債権
三月以上延滞債権
貸出条件緩和債権

不良債権比率 ローン貸倒損失率*2

411 403

226 232

671 668

24/3 25/3

7.63%
7.16%

3.71% 3.71%

24/3 25/3

401 409

229 222

669 669

24/6 25/6

7.46%
7.04%

3.96% 3.72%

24/6 25/6



信用保証事業｜業容
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新規顧客及び既存顧客の利用が好調であったことから、信用保証残高は前年同期比＋7.0%の1兆3,910億円
利用者数は同＋7.3%の2,080千件

∎ 信用保証残高 ∎ 利用者数

(億円) (千件)

10,984 11,688 12,491

1,797 1,956
2,10312,782

13,645
14,594

5.4% 6.7% 7.0%

24/3 25/3 26/3(E)

アコム MUCG yoy

1,625 1,722 1,857

272 314
3531,898

2,037
2,210

4.6% 7.3% 8.5%

24/3 25/3 26/3(E)

アコム MUCG yoy

11,152 11,909

1,852
2,000

13,004
13,910

6.0% 7.0%

24/6 25/6

1,653 1,756

286 323
1,939

2,080

5.9% 7.3%

24/6 25/6



1,653 1,756

5.2% 6.3%

24/6 25/6

1,625 1,722
1,857

4.5%
6.0%

7.8%

24/3 25/3 26/3(E)

利用者数 yoy

信用保証事業｜業容(アコム)
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 アコム単体の信用保証残高は前年同期比＋6.8%の1兆1,909億円
利用者数は同＋6.3%の1,756千件

∎ 信用保証残高 ∎ 利用者数

(億円) (千件、()内は貸付単価(千円))三菱UFJ銀行 地方銀行等 yoy

(677)(674)
5,483 5,591

5,501 6,097

10,984 11,688
12,491

5.2%
6.4% 6.9%

24/3 25/3 26/3(E)

(675) (678) (672)
5,494 5,628

5,657 6,281

11,152 11,909

5.7% 6.8%

24/6 25/6



信用保証事業｜業績
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営業収益は、業容拡大により、前年同期比＋6.6%の194億円
営業利益は、同＋34.2%の63億円

∎ 営業収益 ∎ 営業利益

(億円) (億円)

592 636 671

115
127 137

707
763 808

6.8% 7.8% 5.9%

24/3 25/3 26/3(E)

アコム MUCG yoy

189 205

37 31
226 236

▲11.6%
4.3%

24/3 25/3

アコム MUCG yoy

151 160

30 33
182 194

7.4% 6.6%

24/6 25/6

38 53
9

1047
63

▲15.7%

34.2%

24/6 25/6



信用保証事業｜求償債権・貸倒損失(アコム)
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求償債権は、前年同期比＋0.3%の596億円
貸倒損失率は、同＋4bpsの2.55%

*1 求償債権残高とは、保証履行未償却債権残高 *2 貸倒損失率の24/6及び25/6は年率換算

∎ 求償債権残高*1 ∎ 貸倒損失額・損失率

(億円) (億円)貸倒損失額 貸倒損失率*2

583 590

2.0% 1.2%

24/3 25/3

求償債権残高 yoy

267
299

2.31%
2.44%

24/3 25/3

595 596

2.1% 0.3%

24/6 25/6

73 79

2.51% 2.55%

24/6 25/6



マレーシア
ACOM (M) SDN. BHD.

100.00%:出資比率
2021年7月:設立年月
無担保ローン事業:事業内容

海外金融事業｜グローバル事業基盤
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タイ王国
EASY BUY Public Company Limited

71.00%:出資比率
1996年9月:設立年月
無担保ローン事業、インストールメントローン事業:事業内容

フィリピン共和国
ACOM CONSUMER FINANCE CORPORATION

80.00%:出資比率
2017年7月:設立年月
無担保ローン事業:事業内容



海外金融事業｜営業債権残高*1
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営業債権残高(円ベース)は、 円安の為替影響により、前年同期比＋2.9%の2,490億円
 タイ王国のEASY BUY(現地通貨ベース)の営業債権残高は、同▲2.9%の557億バーツ

*1 営業債権残高は営業貸付金残高と割賦売掛金残高の合計 *2 為替レート(バーツ) : 4.16円(24/6) 、4.40円(25/6) 、為替変動 : ＋0.24円

∎ 海外金融事業(円ベース)*2 ∎ EASY BUY(現地通貨ベース)

(億円) (億バーツ)

為替影響 +132億円

2,400 2,630 2,569

31
34 40

2,432
2,667 2,624

10.8% 9.7%
▲1.6%

24/3 25/3 26/3(E)

EASY BUY ACF yoy

為替影響 +291億円

581 566 553

2.2% ▲2.5% ▲2.3%

24/3 25/3 26/3(E)

営業債権残高 yoy

2,386 2,451

31 33
2,419 2,490

7.1% 2.9%

24/6 25/6

573 557

0.8% ▲2.9%

24/6 25/6



海外金融事業｜営業収益
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営業収益(円ベース)は、円安の為替影響により、前年同期比＋3.8％の164億円
 EASY BUY(現地通貨ベース)の営業収益は、同▲4.0%の35億バーツ

*1 報告セグメント別の営業収益 *2 為替レート(バーツ) : 4.17円(24/6)、4.50円(25/6) 、為替変動 : ＋0.33円

∎ 海外金融事業(円ベース)*1*2 ∎ EASY BUY(現地通貨ベース)

(億円) (億バーツ)

為替影響 +11億円

601 635 619

17 18 19
618 654 641

9.5% 5.7% ▲2.0%

24/3 25/3 26/3(E)

EASY BUY ACF yoy

為替影響 +39億円

148 147 143

1.4%
▲0.7%

▲3.2%

24/3 25/3 26/3(E)

営業収益 yoy

154 159

4 4
158 164

8.0% 3.8%

24/6 25/6
36 35

1.2%

▲4.0%

24/6 25/6



236
204

▲7 ▲4

223
193

13.7%

▲13.5%

24/3 25/3

海外金融事業｜営業利益
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営業利益(円ベース)は、前年同期比＋14.9%の61億円
 EASY BUY(現地通貨ベース)の営業利益は、同＋4.8%の14億バーツ

* セグメント利益

∎ 海外金融事業(円ベース)* ∎ EASY BUY(現地通貨ベース)

(億円) (億バーツ)

58
47

42

4.4%

▲18.9% ▲11.5%

24/3 25/3 26/3(E)

営業利益 yoyEASY BUY ACF yoy

56 63

▲1 ▲0

53 61

▲2.1%
14.9%

24/6 25/6

13 14

▲8.9%
4.8%

24/6 25/6



利息返還請求件数*
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当第1四半期の請求件数は、前年同期比▲27.6%の2,100件
 2026年3月期の請求件数は、前期比▲20%程度を予想

* 利息返還請求件数は、弁護士・司法書士受任債権発生件数のうち、当社が利息制限法に基づいて再計算した結果、利息返還金が発生する件数(再受任分を含む)

2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

14,000件（yoy▲23.9%） 9,600件（yoy▲31.4%） 2,100件（yoy▲27.6%）

(件)

4,100

3,400 3,400
3,100 2,900

2,300 2,200 2,200 2,100

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

利息返還請求件数



利息返還損失
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当第1四半期の取崩しは、前年同期比▲53.1%の27億円
引当金残高は452億円
 2026年3月期の取崩額は前期比▲25%程度を予想

2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

273億円（yoy▲3.9%） 223億円（yoy▲18.3%） 27億円（yoy▲53.1%）

(億円)

62 61 60 60 52 55
44 49

24

8 7 6 6
5 6

4
5

2

70 68 66 67
57 61

48
55

27

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

利息返還金 貸倒損失(債権放棄)



貸倒関連費用
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貸倒関連費用(連結)は、アコム単体及びEASY BUYの減少により、前年同期比▲10.1%の248億円
 EASY BUYの貸倒関連費用は同▲9.7%の49億円

∎ 貸倒関連費用(連結) ∎ 貸倒関連費用(EASY BUY)

(億円) (億円)

現地通貨ベースのyoy

21.9%▲3.4%

アコム EASY BUY yoyその他 貸倒損失額 貸倒引当金増減額 yoy

▲16.3%14.3%

709 740 

191 248 

979 
1,056 1,118 

21.7%
7.9% 5.8%

24/3 25/3 26/3(E)

205 239

▲14

8191
248

4.0%

29.7%

24/3 25/3
207 180
54 49

276 248

21.7%

▲10.1%

24/6 25/6

59 66
▲4 ▲17

54 49

21.9%

▲9.7%

24/6 25/6



貸倒関連費用(アコム)
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貸倒関連費用は、前年同期比▲12.8%の180億円

∎ 貸倒関連費用 ∎ 貸倒引当金・債務保証損失引当金(億円)

貸倒引当金 債務保証損失引当金

(億円)

683
724

787

108 113 121

24/3 25/3 26/3(E)

yoy
+66億円

yoy
＋41億円

▲25億円

▲5
207

＋10 ▲31

180

22.1%

▲12.8%

24/6 25/6

貸倒損失 貸倒引当金増減額 債務保証損失引当金増減額

＋2億円当1Q:
＋33億円－) 前1Q:
▲31億円ネット:

yoy

716 726

109 108

24/6 25/6

ytd
+33億円

ytd
＋2億円

▲31億円



30
38

17
19

49
57

72

22.8% 16.6% 25.3%

24/3 25/3 26/3(E)

金融費用
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金融費用(連結)は、前年同期比＋25.7%の16億円
金融費用(アコム)は、同＋51.7％の12億円

∎ 金融費用(連結) ∎ 金融費用(アコム)

(億円) (億円)アコム EASY BUY yoyその他

30
38

60

19.5% 25.0%

55.6%

24/3 25/3 26/3(E)

金融費用 yoy

8 12
5

4
13 16

28.8% 25.7%

24/6 25/6

8
12

27.1%
51.7%

24/6 25/6



金融費用｜資金調達残高(アコム)

24

資金調達残高は前年同期比＋296億円の6,378億円
期中平均調達金利は、同+23bpsの0.78%

∎ 資金調達残高 ∎ 借入先別構成比

(億円)

三菱UFJ銀行 32.9%

直接調達
30.6%

間接調達
69.4%

固定金利比率
78.5%

⾧期借入比率
89.0%

1年以内返済予定額
2,561億円

間接 直接 期中平均調達金利

4,234 4,300 4,331

1,649 1,949 2,350

5,884 6,249
6,681

0.56% 0.63%
0.92%

24/3 25/3 26/3(E)

4,182 4,429

1,899 1,949

6,081 6,378

0.55%
0.78%

24/6 25/6 
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質疑応答 

 
Q1： 

A1： 

利息返還損失引当金の取崩額が今期計画と比較して大きく減少している要因は？ 

○要因は、前期の下期に和解交渉が推進できた結果、未和解債権の圧縮が進んだことで

ある。当該影響が一時的なものであるか否かについては、今後注視していきたい。 

 

Q2： 

A2： 

仮に取崩額が想定を下回った場合、追加繰入額83億円も下振れる可能性はあるのか？ 

○期末に今後４年分の請求発生見込み額を再計算し、その再計算に基づいて繰入額を

算出する方針である。足元の状況が継続した場合、繰入額は減少する可能性が高い。 

 

Q3： 

A3： 

企業分類のランクアップに伴う繰延税金資産の積み増しは計画に織り込まれていたか？ 

○計画に織り込んでおり、企業分類のランクアップによる積み増し額は 140 億円程度で 

ある。 

 

Q4： 

 

A4： 

競合他社で１年間無利息といった新たなサービスが提供されているが、新規の獲得にお

いて、当該サービスの影響は見られるか？ 

○弊社の新客数については計画以上に獲得できており、当該サービスの影響は出ていな

い。今後、同サービスの影響が顕在化するかどうか引き続き注視していきたい。 

 

Q5： 

A5： 

信用保証事業の貸倒関連費用の状況に変化はあるのか？ 

○取引期間の短いお客さまの構成比が低下しており、債権内容はコロナ禍前の水準に近

づいていくと考えている。 

 

Ｑ６： 

 

Ａ６： 

アコム単体の不良債権比率、貸倒損失率の今後の見通しと貸倒引当率がどのように低下

していくのか教えてほしい。 

○不良債権比率は緩やかな低下が継続するものと考えている。 

○貸倒損失については、業容の拡大に伴い金額ベースでは増加していく想定である。 

一方で、貸倒損失率は緩やかに低下していく見通しである。 

○貸倒引当率についても、緩やかな低下が続き、 

コロナ禍前の水準に近づいていくと見込んでいる。 

 

Ｑ７： 

 

Ａ７： 

ＥＡＳＹ ＢＵＹの貸倒引当金について、戻入が発生しているが、これは営業債権残高の減

少による影響が大きいのか？ 

○営業債権残高の減少による影響もあるが、延滞債権の増加を抑制できていることが最 

も大きな要因である。貸倒引当金は今後増加していく可能性は低く、緩やかに減少して 

いくと考えている。 

 



2 
 

 
Q８： 

A８： 

配当性向などの資本政策について、社内で改めて議論等はされているか？ 

○第１四半期が終わったばかりであることから、追加の議論等は現時点でおこなわれて 

いない。 

 

Q９： 

 

A９： 

アコム単体の貸倒引当金の引当率が低下するとあったが、コロナ禍前の水準に戻る時期

感やどの程度の水準を想定されているのか？ 

○引当率は緩やかに減少していく想定で、2019 年頃の水準まで回復する可能性があ 

る。時期感については、見通しが立つ状況となった段階で、改めてご報告させていただ 

きたい。 

 

Q10： 

 

A10： 

第１四半期に計上した繰延税金資産に係る税効果の影響について、第２四半期以降に追

加的な影響は生じないという理解で差し支えないか？ 

○一時的な影響であり、第２四半期以降に追加で影響が出ることはない。 

 

Q11: 

 

A11: 

ＥＡＳＹ ＢＵＹの営業利益について、通期計画に対する進捗率が 34％となっているが、こ

れは計画通りの進捗か？ 

○計画を少し上回って推移している。 

 

Q12: 

 

A12: 

その他の営業費用について、通期計画に対して進捗率が少し低いが、これは計画通りの

進捗か？ 

○計画を若干下回っている。第２四半期以降に増加する経費としては、販売促進費など

がある。キャンペーン等の施策を推進することで費用が増加する想定である。 

 

Q13: 

 

A13: 

新規獲得について、前期は月によってメリハリをつけて獲得を推進していたが、今期は安

定的に新規獲得を推進していく方針か？ 

○新規獲得については、季節的な要因の影響を受けることがある。特にボーナス月にお 

いては、新客数は減少傾向であるものの、概ね各月 3 万件前後の獲得を見込んでい 

る。通期計画である 36 万 4,000 件は十分に達成可能な水準である。 

 

以上 


